
大 阪 府 医 ニ ュ ー ス（第 3 0 6 8 号）（昭和25年 9 月 7 日第三種郵便物認可） 2 0 2 4 年（令和 6年）4月 3日（毎週水曜日発行、但し第２週を除く）（ 8）

中尾副会長

南條氏

羽尻氏

ウェブとの併用で開催

大阪臨床整形外科医会からも多くの医師が協力

海外招待を含むエリートランナーから順次、大阪府庁前をスタート

男子では平林清澄選手（國學院
大學）が学生新記録で優勝　　

前川理事が副本部長として出務

　

辻
毅
嗣
氏
（
府
医
介
護

・
高
齢
者
福
祉
委
員
会
委

員
）
が
座
長
を
務
め
、
中

尾
正
俊
副
会
長
が
開
会
あ

い
さ
つ
。
４
月
か
ら
始
ま

る
第
８
次
医
療
計
画
で

は
、
在
宅
で
の
服
薬
管
理

が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
触
れ
、
多
職
種
間
で

緊
密
に
連
携
し
、
在
宅
医

療
の
進
展
に
尽
力
し
た
い

と
力
を
込
め
た
。

　

は
じ
め
に
、
医
師
の
立

場
か
ら
、
南
條
浩
輝
氏

（
か
が
や
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
）
が
小
児
在
宅
を
中

心
に
講
演
し
た
。

　

ま
ず
小
児
在
宅
医
療
の

変
遷
を
概
説
。
２
０
１
０

年
頃
の
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新

生
児
集
中
治
療
室
）
出
口

問
題
」
を
契
機
に
推
進
さ

れ
、
現
在
は
患
者
の
医
療

依
存
度
に
よ
ら
ず
、
医
療

・
福
祉
・
教
育
・
保
育
が

連
携
し
て
「
生
活
の
し
に

く
さ
」
の
改
善
に
も
対
応

し
て
い
る
と
解
説
し
た
。

　

ま
ず
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
町
で
生
活
を
続
け
る

た
め
に
も
、
薬
局
が
か
か

　

次
い
で
、
各
職
域
が
専

門
性
を
発
揮
し
て
連
携
す

る
た
め
に
は
、
明
確
な
役

割
分
担
が
不
可
欠
と
し
、

求
め
る
薬
剤
師
像
に
言
及

し
た
。
患
者
に
は
処
方
全

般
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
「
か

か
り
つ
け
薬
剤
師
」、
在

宅
医
に
は
処
方
提
案
が
期

待
で
き
る
「
薬
の
専
門
家

の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
述
べ

る
一
方
、
処
方
箋
の
み
で

つ
な
が
る
医
師
と
薬
剤
師

の
関
係
は
「
近
い
よ
う
で

遠
い
」
と
指
摘
。
自
身
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
、
双

方
向
で
同
一
情
報
の
共
有

を
図
る
こ
と
は
、
医
師
側

の
課
題
で
も
あ
る
と
訴
え

た
。

　

続
い
て
、
薬
剤
師
の
立

場
か
ら
、
羽
尻
昌
功
氏

（
大
阪
府
薬
剤
師
会
常
務

理
事
）
が
講
演
し
た
。

述
べ
た
。

　

最
後
に
、
さ
ら
な
る
医

薬
連
携
に
向
け
て
、
▽
情

報
共
有
▽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
▽
薬
剤
師
か
ら
の

相
談
・
提
案
▽
適
切
な
薬

剤
管
理
▽
緊
急
時
対
応
―

―
が
在
宅
医
療
に
お
け
る

薬
剤
師
の
必
須
事
項
だ
と

結
ん
だ
。

医
師・薬
剤
師
そ
れ
ぞ
れ
の

�

立
場
か
ら
講
演

在
宅
医
療
に
お
け
る
医
薬
連
携
研
修
会

大阪マラソン２０２４ 盛大に大阪マラソン２０２４ 盛大に
府医・大阪臨床整形外科医会が医師派遣府医・大阪臨床整形外科医会が医師派遣

　
大
阪
府
医
師
会
は
１
月
13
日
午
後
、
大
阪
府
在
宅

医
療
総
合
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
在
宅
医
療

に
お
け
る
医
薬
連
携
研
修
会
」
を
開
催
。
医
師
・
薬

剤
師
な
ど
多
職
種
が
、
会
場
と
ウ
ェ
ブ
で
約
３
０
０

人
受
講
し
た
。

り
つ
け
機
能
を
推

進
し
、
地
域
の
イ

ン
フ
ラ
の
一
部
に

な
れ
ば
と
前
置

き
。
調
剤
だ
け
で

は
な
く
、
食
事
や

排
せ
つ
、
睡
眠
な

ど
患
者
へ
の
質
問

を
通
し
て
、
服
薬

に
よ
る
効
果
や
副

作
用
を
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
し
、
多
職

種
と
の
情
報
共
有

に
努
め
て
い
る
と

　

第
12
回
を
迎
え
た
「
大

阪
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
４
」

が
２
月
25
日
に
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
朝
か
ら
雨
が

降
り
最
低
気
温
４
・
２
度

と
ラ
ン
ナ
ー
に
は
条
件
の

悪
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。

約
３
万
４
千
人
が
大
阪
府

庁
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
大

阪
城
公
園
の
フ
ィ
ニ
ッ
シ

ュ
地
点
ま
で
の
42
・
１
９

５
㌔
を
目
指
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
中

止
・
縮
小
さ
れ
て
い
た
大

阪
マ
ラ
ソ
ン
で
あ
る
が
、

前
回
か
ら
一
般
ラ
ン
ナ
ー

も
参
加
す
る
大
阪
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
に
戻
っ
て
い

る
。
加
え
て
、
今
大
会
で

は
６
年
ぶ
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
ラ
ン
（
７
・
２
㌔
）
が

復
活
し
た
。

　

当
日
は
、
医
師
・
看
護

師
を
は
じ
め
９
６
０
人
も

の
救
護
ス
タ
ッ
フ
が
ラ
ン

ナ
ー
お
よ
び
観
客
の
事
故

等
に
対
応
す
る
中
で
、
マ

ラ
ソ
ン
は
95
・
８
％
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
は
98
・
９

％
の
ラ
ン
ナ
ー
が
完
走
し

た
。
男
子
優
勝
者
の
平
林

清
澄
選
手
（
國
學
院
大

學
）
の
記
録
（
２
時
間
６

分
18
秒
）
は
、
日
本
学
生

記
録
は
お
ろ
か
、
初
マ
ラ

ソ
ン
の
日
本
最
高
を
大
幅

に
更
新
し
た
。

医
事・救
護
の
面
か
ら

医
事・救
護
の
面
か
ら

選
手
を
サ
ポ
ー
ト

選
手
を
サ
ポ
ー
ト

　

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
組
織
委

護
所
等
や
収
容
バ
ス
等
に

派
遣
。
ま
た
、
大
阪
臨
床

整
形
外
科
医
会
（
藤
本
啓

治
会
長
）
か
ら
の
整
形
外

科
医
約
50
人
、
大
阪
陸
上

競
技
協
会
所
属
の
医
師
・

看
護
師
等
が
応
急
処
置
・

一
次
救
命
な
ど
に
あ
た
っ

た
。

　

そ
の
ほ

か
、
メ
デ
ィ

カ
ル
ラ
ン
ナ

ー
や
沿
道
で

の
移
動
Ａ
Ｅ

Ｄ
隊
な
ど
が

副
委
員
長
に

就
任
し
て
い

る
。

　

大
阪
府
医

師
会
か
ら

は
、
日
医
認

定
健
康
ス
ポ

ー
ツ
医
を
中

心
に
22
人
を

18
カ
所
の
救

員
会
に
は
高

井
康
之
会
長

が
委
員
と
し

て
参
画
。
同

委
員
会
「
医

事
・
救
護
専

門
部
会
」
に

前
川
た
か
し

理
事
（
健
康

ス
ポ
ー
ツ
医

学
担
当
）
が

編
成
さ
れ
、
広
範
囲
に
及

ぶ
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
よ

り
、
大
会
の
安
全
な
環
境

に
貢
献
し
た
。
当
日
は
、

前
川
理
事
も
早
朝
よ
り
救

護
本
部
に
出
務
し
、
救
護

副
本
部
長
と
し
て
各
救
護

所
の
状
況
を
見
守
っ
た
。

救
急
搬
送

救
急
搬
送
1414
件
、Ａ
Ｅ
Ｄ

件
、Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
や
重
傷
病
者
は
無
し

使
用
や
重
傷
病
者
は
無
し

　

な
お
、
救
護
所
等
利
用

数
は
、
救
急
搬
送
は
14

件
、
救
護
所
利
用
は
６
３

２
件
で
あ
っ
た
が
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
は
無
か
っ
た
。
出

務
医
師
ら
の
迅
速
な
対
応

に
よ
り
、
大
会
は
無
事
に

終
了
し
た
。

本出北区医師会長

グループワークで課題を共有

事
例
検
討
会
で
家
族
介
護
者
へ
の
理
解
を
深
め
る

令
和
５
年
度
北
区
認
知
症
高
齢
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会

沖田氏

　

令
和
５
年
度
北
区
認
知

症
高
齢
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
連
絡
会
（
に
こ
り
ん

く
）
は
12
月
14
日
午
後
、

北
区
障
が
い
者
・
高
齢
者

虐
待
防
止
連
絡
会
議
と
の

合
同
で
専
門
職
向
け
事
例

検
討
会
を
開
催
。
当
日
は

専
門
職
ら
１
０
２
人
が
参

加
し
た
。

　

冒
頭
、
本
出
肇
・
北
区

医
師
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ス
ト

レ
ス
な
ど
を
背
景
に
、
要

介
護
者
に
対
す
る
無
視
や

意
地
悪
の
増
加
を
憂
慮
。

検
討
会
を
通
し
て
、
よ
り

良
い
方
向
性
を
探
り
た
い

と
期
待
を
寄
せ
た
。

　

事
例
検
討
会
で
は
、

「
認
知
症
高
齢
者
の
虐
待

防
止
・
養
護
者
支
援
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
家
族
介

護
者
の
心
情
や
、
虐
待
を

防
ぐ
た
め
に
配
慮
す
べ
き

こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
。

　

は
じ
め
に
、
沖
田
裕
子

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
認
知
症

の
人
と
み
ん
な
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
）
が
、
高
齢

者
虐
待
の
概
要
を
講
義
。

統
計
デ
ー
タ
を
用
い
、

「
虐
待
の
程
度
」
と
「
要

介
護
度
」
や
「
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
」
な

ど
と
の
関
係
を
解
説
し

た
。
支
援
者
は
、
患
者
と

家
族
が
ど
の
よ
う
に
家
族

関
係
を
築
い
た
の
か
を
知

る
こ
と
も
大
切
だ
と
ア
ド

バ
イ
ス
。
あ
わ
せ
て
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
止
め
た
時

に
虐
待
に
至
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
注
意
を
促
し
た
。

　

続
い
て
、
北
区
で
の
事

例
を
基
に
、「
患
者
の
状

態
が
悪
化
し
た
中
で
介
護

家
族
に
寄
り
添
う
た
め
に

必
要
な
こ
と
」
を
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
検
討
。
課
題
や

今
後
の
支
援
展
開
を
参
加

者
で
共
有
し
た
。

　

沖
田
氏
は
、
相
談
・
助

言
に
加
え
、
定
期
的
な
声

か
け
に
よ
る
関
係
性
の
構

築
・
維
持
や
生
活
課
題
等

へ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な

ど
、
家
族
の
気
持
ち
を
理

解
し
た
支
援
を
力
説
。
①

と
ま
ど
い
②
混
乱
③
割
り

切
り
④
認
知
症
の
人
の
世

界
の
容
認
⑤
受
容
―
―
と

い
っ
た
介
護
家
族
の
心
理

的
機
序
を
整
理
す
る
と
と

も
に
、
家
族
会
や
レ
ス
パ

イ
ト
ケ
ア
の
有

用
性
を
説
い

た
。
さ
ら
に
、

決
し
て
認
知
症

患
者
と
戦
わ

ず
、
家
族
も
明

る
く
捉
え
ら
れ

る
よ
う
に
支
援

す
る
こ
と
が
虐

待
防
止
に
つ
な

が
る
と
結
ん

だ
。

　

最
後
に
、
柏

井
三
郎
・
大
淀

医
師
会
副
会
長

が
あ
い
さ
つ
。
家
族
が
認

知
症
に
な
る
と
い
う
事
態

に
お
い
て
、「
支
援
者
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
共
感
」
と

述
べ
、
知
識
共
有
の
場
と

な
る
検
討
会
へ
の
参
加
を

推
奨
し
た
。
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